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　Abstract:　From February 15th to 23rd in 2009, the authors surveyed biosecurity meas-
ures being implemented at Australian Antarctic Division (AAD) against non-native species 
introduction into Antarctica. By visiting facilities and conducting interviews, the authors 
managed to understand the entire system of the biosecurity measures and management 
policies at AAD and the situation on the ground in four topics, 1. Management of 
equipment and machinery, 2. Management of expeditioners＇ clothing and gear, 3. 
Management of cargo, and 4. Education on expeditioners. This study demonstrated AAD 
strongly recognizes the risk of transporting non-native species into Antarctica in 
association with various activities of the Antarctic program thus has implemented 
comprehensive management policies with a range of meticulous measures to minimize the 
risk through the management of equipment, gear, clothing, cargo and the education of 
expeditioners. The thorough education on the risk of biological invasion in Antarctica and 
thereby the importance of the biosecurity measures for the expeditioners and staff 
conducted at AAD in particular was considered highly effective. Consideration and 
development of the organizational biosecurity measures for the JARE operations based-
upon the data presented in this study is recommended to promote the conservation of the 
pristine ecosystem in and around Syowa Station in Antarctica.
　要旨:　2009 年 2 月 15 日から 23 日にかけて，オーストラリア南極局（AAD: 
Australian Antarctic Division，以下同様）で取り組まれている外来種持ち込み防止
対策に関する調査を行った．（1）機材の管理，（2）装備品の管理，（3）積荷の管理，
（4）観測隊員への教育の 4 項目について施設見学やインタビューを行い，現場の
状況と外来種持ち込み防止対策システムの全容を把握した．本調査により，AAD
では南極における観測・設営活動に伴う外来種持ち込みの危険性を強く認識し，
機材や装備品，積荷の管理から観測隊員への教育まで，細部にわたり包括的な外
来種持ち込み防止対策を講じていることが明らかとなった．特に AAD で徹底さ
れていた職員や観測隊員への教育活動は，我が国の南極観測事業においても極め
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て有効な手段であると考えられる．本調査結果を参考にした組織的な外来種持ち
込み防止対策の立案により，昭和基地周辺の貴重な生態系の保全につながること
が望まれる．
1．　は じ め に
　外来種の導入また侵入は，南極の生物多様性や独自の生態系を脅かすという点で，現在南
極域で最も懸念されている問題の一つとなっている（Frenot et al., 2005）．なかでも，各国の
観測・輸送活動や観光事業での訪問により非意図的に持ち込まれる外来種の危険性は，近年
様々な報告で指摘されている（Bergstrom and Chown, 1999; Chown et al., 2012a; Hughes et al. 
2010; Lee and Chown, 2009a, b; Tsujimoto and Imura, 2012; Whinam et al,. 2005）．実際に訪問者
が集中している南極半島域では，ここ数年間で新しい外来種の定着に関する報告が相次いで
いる（Olech and Chwedorzewska, 2011; Smith and Richardson, 2011）．また，すでに南極域の一
部で報告されると共に今後の進行が予測されている温暖化は，今後新しい外来種の定着や分
布拡大を加速させ，外来種による南極固有の生態系への影響はさらに拡大すると予想されて
いる（Chown et al., 2012a; Molina-Montegro et al., 2012）．
　南極の環境や生態系の保護を目的として 1998 年に発効した「環境保護に関する南極条約議
定書」において，南極条約地域への外来種の持ち込みは原則的に禁止されている（SATCM: 
Special Antarctic Treaty Consultative Meetings, 1991）．先駆的に外来種対策に関する取り組みを
進めてきたオーストラリア（Potter, 2006, 2009）に加えて，数年前からイギリスの南極観測
活動や，南極半島を中心とした南極観光業でも様々な取り組みが始まっている（IAATO: 
International Association of Antarctica Tour Operators, 2011; 辻本，2010; United Kingdom, 2009）．
このような状況下で，南極観測実施責任者評議会（COMNAP: Council of Managers of National 
Antarctic Programs）は南極研究科学委員会（SCAR: Scientiﬁc Committee on Antarctic Research）
のアドバイスのもと，観測事業を行っている各国の物資輸送および管理を担当する責任者に
向け，外来種持ち込みの危険性を最小限に抑えるための防止対策行動案を提示し，各国に自
発的な外来種対策の取り組みを推奨している（COMNAP and SCAR, 2011）．現時点で日本の
南極観測事業においては，観測隊員に向けた講義の中で装備品などに付着して外来種が持ち
込まれる危険性を示して注意を喚起するほか，2012 年からスチールコンテナの洗浄を開始
しているが，日本南極地域観測隊（JARE: Japanese Antarctic Research Expedition）としての組
織的な指針は打ち出していない．
　オーストラリアは南極大陸の三つの基地（Mawson, Davis, Casey）を保持するとともに，
世界遺産に登録されている亜南極のマッコーリー島にも観測基地を設け，主にこれら 4 観測
拠点において南極観測事業を展開している（Australian Antarctic Division, 2012a）．オースト
ラリアの南極観測活動（AAP: Australian Antarctic Program, 以下同様）はすべて，オーストラ
リア政府の環境・持続可能性・水資源・人口・地域社会省（Department of Sustainability, 
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Environment, Water, Population and Communities）所属の AAD で管理・運営を行っており，
AAP では年間およそ 300 名の観測隊員が南極域の各拠点に上陸し，およそ 5000 t の物資が
基地運営及び維持，観測活動のため南極域に運ばれている．
　気候が比較的温暖な亜南極域は，南極地域の中でも外来種の導入や侵入の影響を受けやす
く，報告例も多い（Frenot et al., 2005）．特に亜南極に位置するマッコーリー島を中心として
オーストラリアの観測拠点においては，1800 年代以降の人間活動により意図的または非意
図的に持ち込まれた外来種が数多く確認され，在来の動植物が壊滅的な被害を受けてきた例
もある（Bergstrom et al., 2009, Copson and Whinam, 1998, 2001; Costin and Moore, 1960; Hughes 
et al., 2005, Jones, 1977; Pugh, 1994; Rounsevell, 1978; Scott and Kirkpatric, 2008; Skira, 1978; 
Skira et al., 1983; Skotnicki et al., 2003）．このような状況を受けて AAD では，観測事業によっ
て外来種の繁殖体（種子，生きた昆虫・卵，菌類など）が南極へ運ばれる危険性をいち早く
認識し，どのようなシステムにおいてより危険性が高いかなどの現状分析に努めると共に，具
体的な防止対策を考案し実施してきた（Copson and Whinam, 2001; Parks and Wildlife Service, 
2006; Potter, 2006, Whinam et. al., 2005）．本研究では，AAD における外来種持ち込み防止対
策の具体的な取り組みの詳細を，現地調査及び取材により明らかにした．近い将来，我が国
の南極観測において外来種持ち込み防止対策を考案するにあたり，本稿の内容が貴重な参考
資料となることが期待される．
　
2．　Australian Antarctic Division における調査の概要
　2009 年 2 月 15 日から 23 日にかけて，オーストラリア・タスマニア州の AAD において外
来種持ち込み防止対策に関する調査を行った．本調査では，外来種持ち込み防止対策に係わ
る施設を見学すると共に，関係者へのインタビューを通じて，現場の状況と外来種持ち込み
防止対策システムの全容を把握することに努めた．調査内容は，（1）機材の管理，（2）装備
品の管理，（3）積荷の管理，（4）観測隊員への教育の 4 項目とした．機材の管理については
キングストンにある AAD 本部の研究・管理棟に隣接する Kingston warehouse（キングスト
ン倉庫），装備品の管理についてはキングストン倉庫内に設置された“Clothing Store”（現在
の“Expeditioner Kitting Centre”）やホバート港に停泊していた南極観測船「オーロラ・オー
ストラリス」号，積荷の管理についてはホバート港マッコーリー埠頭に AAD が保持する
Cargo Centre（貨物センター）で，それぞれ訪問調査を行うと共に各施設の担当責任者（2009
年当時）にインタビューを実施した．観測隊員への教育については AAD の“Environmental 
Manager”からインタビュー形式で詳細を取材すると共に，観測隊員向けの講義に立ち会っ
た．
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3.1.　機材の管理
　AAP の活動で使用する様々な機材の多くは，キングストンにある AAD 本部内のキングス
トン倉庫に集積・保管される（図 1）．倉庫では潜水調査など特殊なプロジェクトの野外観
測機材とともに，キャンプ用品（テント，シュラフ，ストーブ，コッヘル等）やスキー板，
ストックなどのフィールド機材を保管し，毎年計画される野外観測プロジェクトに応じてそ
れぞれ必要な機材を観測隊員に貸し出している．南極で使用している設営・運営機器の修理
や補修用の部品の管理などもここで行われ，必要に応じて南極に持ち出される．観測・設営
プロジェクトに必要な機材の集積・梱包作業も，主にこの倉庫で行われる．これら南極に持
ち込まれる機材は，プロジェクト終了後に倉庫に戻され，ここで廃棄あるいは業者に返却，
または再利用のための保管などの処理が進められる．倉庫から南極に持ち込む機材について
は，出荷前にすべて倉庫内の洗浄場で洗浄され，付着物の検査を受けてから船に積み込まれ
る．
　キングストン倉庫では，オーストラリア国内訓練用の機材は南極活動用と区別して保管さ
れている．国内訓練用には，バギー，ボート，電動モーター，スキー板，キャンプ用品，ロー
プなど，救助訓練も含めた訓練に必要な機材がほぼすべて備えられている．これらの機材は
タスマニア州内で使用され，南極に持ち出されることはない．新品で南極に持ち出されたバ
ギーやボートなどは，数年間現地で使用された後に AAD へ戻され，洗浄後に国内訓練用と
図 1　キングストン倉庫内の棚に観測・設営機材が保管されている様子
Fig. 1.  Equipment and machinery stored on the shelves at the Kingston warehouse.
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して利用されている．国内訓練に個人の機材や装備品を利用する場合には，それらを南極に
持ち込む前にすべて洗浄することを隊員に義務付けている．
　南極に運ぶほとんどの機材はこの倉庫で保管しているが，一部の機材は，観測船が停泊す
るホバート港マッコーリー埠頭において業者が直接船に積み込む．その場合においても，南
極に持ち込むすべての積荷は付着物の検査を受け，必要に応じて洗浄を行ってから積み込ん
でいる．南極で使用後に修理のためオーストラリアへ戻した大型車両は，修理終了後，洗浄
済みの状態でキングストン倉庫に保管されているが，南極へ持ち出す際には再度洗浄し，検
査を受けてから船に積み込まれる．
　
3.2.　装備品の管理
　AAP に選ばれた観測隊員は，それぞれ南極での任務及び滞在期間に応じて，必要な装備
品はすべて AAD から貸与（一部は支給）される．これらの装備品はキングストン倉庫内に
設置されたClothing Storeで保管している（図 2）．Clothing Storeで管理している装備品は，ブー
ツ，靴下，保温性インナー，ズボン，フリース製品，シャツ，防水ジャケット及びパンツ，
ベスト，ダウンジャケット，作業用つなぎ，帽子，サングラス，ゴーグル，ネックゲーター
等で，様々な観測・設営内容に応じた種類やサイズを豊富に揃えている．ここでは年間およ
そ 500 名の観測隊員（海洋観測プロジェクトの隊員も含む）に装備品を配布している．一部
を除き，それらの装備品はすべて任務完了後に AAD に戻すことが義務付けられている．多
くの装備品は次シーズン以降も再度利用するが，靴下，手袋，サーマルインナーなど体に直
接触れる製品については再利用は行わず，新品が支給される．
図 2　Clothing Store のカウンターで観測隊員が試着をしながら必要な装備品を揃えている様子
Fig. 2.  An expeditioner prepares the clothing and gear at the Clothing Store counter.
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　Clothing Store では装備品の配布と共に管理も行っている．AAD では隊員の装備品に付着し
て外来種が南極に持ち込まれる危険性を強く認識しており，その危険を最小限に食い止める
ため，いくつか対策を講じている．その一つは，装備品への付着物を徹底的に除去すること
である．隊員に支給した装備品はそれぞれ活動終了後にキングストン倉庫へ戻される．戻さ
れた装備品は品目ごとに仕分けされた後，すべて洗浄に出される．洗浄終了後の装備品は，
AAD スタッフが付着物の有無を検査した後に Clothing Store の棚に戻される．また，それら
の装備品を隊員に配布する際にも，靴の底やポケット，マジックテープなど，種子・昆虫な
どの繁殖体が土やほこりと共に付着しやすい場所を AAD スタッフが再検査している．なお，
マジックテープには種子などの繁殖体が付きやすく，外来種持ち込みの危険性が高いことが
分かって以降（Whinam et al., 2005），AAD ではマジックテープがあまり用いられていない
製品を選ぶようにしている．また AAD では Clothing Store における装備品の配布時に加えて，
出発前に開催する講義や配布するハンドブックなどにおいても，すべての観測隊員へ，装備
品に付着して外来種が南極に持ち込まれる危険性への注意を喚起すると共に，配布する装備
品の使い方や個人所有の装備品の利用について詳細な対策指針を示している（3.4 節参照）．
　AAD では Clothing Store における装備品の管理に加えて，南極上陸前の外来種持ち込み防
止対策や現地でのクロス・コンタミネーション防止対策も行っている．観測隊員や船員が南
極に持ち込むすべての装備品は，上陸活動開始前に船内の実験室において検査及び付着物除
去作業が行われる．これらの作業は南極半島観光船で取り組まれている対策（辻本，2010）
と同様の内容であり，7-8 名ごとに作業場である実験室に集まり，（1）殺菌剤とブラシを用
いた靴の洗浄，（2）南極圏に持ち込むすべての衣類のポケットやリュック内の吸引（掃除機
を使用）（3）マジックテープの付着物の除去（ピンセット等を使用）を行い，最後に検査を
受けたことの署名を行うことで検査終了としていた．これらの作業に必要な物資は，AAP
で利用するすべての船舶に常備し，ホバートへの帰港時に消耗品などを随時補充している．
また現在では，調査地と基地間の移動の際にも，装備品の洗浄や付着物除去を観測隊員に義
務付けている．
　靴底や靴紐の網目などには土壌などが付着 ･ 蓄積しやすく，種子や微小動物，菌類などの
外来種を大量に運ぶ危険性がある（Ware et al., 2011; Whinam et al., 2005）ことから，長靴や
登山靴による外来種の持ち込みは特に警戒されている．生物分解性の殺菌・殺ウィルス剤と
して世界中で広く利用されている Virkon® は，海水や低温でも効果が確認されている上に毒
性が低く，使いやすく安価でもあるため，南極における靴類の殺菌剤として最も適している
と考えられている（Curry et al., 2005）．Virkon® は南極半島観光船において観光客が上陸時
に使用する長靴の洗浄用殺菌剤としても推奨され（IAATO, 2011），実際に多くの観光船で使
用されている．AAD でも，南極上陸前の船内における靴の洗浄にこの Virkon® を用いていた．
また，筆者らが調査を行った 2008/09 シーズン前半には，マッコーリー島において在来植物
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に原因不明の立ち枯れが見つかっていた．島内での人為的活動による菌のさらなる感染拡大
を防止するため，マッコーリー島内で活動を行う観測隊員は，すべての装備品及び機材を使
用するたびに現地でスプレー瓶に入れた Virkon® を噴霧し，殺菌を行うよう指導を受けてい
た．AAD における本対策では，Virkon® の錠剤，融解用水ボトル，スプレー瓶，スクラブブラ
シ，ゴーグルなどをまとめた“Expeditioner Disinfection Kit”（図 3）を用意し，マッコーリー
島に赴く観測隊員全員に配布すると共に，“Environmental training”において必要性や使い方
について説明していた．
3.3.　輸送物資の管理
　現在，AAP では観測隊員の大陸間移動に航空便エアバス A319-115LR も利用しているが，
航空便で運ばれる積荷は非常に限られており，ほとんどの積荷は船便で南極に輸送している
（Australian Antarctic Division, 2012a）．南極に運ばれる輸送物資は空輸物資も含め，出国前に
すべてホバート港マッコーリー埠頭の貨物センターへ集積され，一元的に管理される（図 4）．
貨物センターでは，業者やキングストン倉庫から送られてくる積荷の仕分け（目的地，観測・
設営内容，期間ごとに分別），一時保管から積み込みまでの管理作業を行っている．南極か
ら戻される物資も到着時に貨物センターで仕分け，一時保管などを行っている．
　AAP で利用しているすべての輸送コンテナは，使用前に貨物センター内の洗浄場で内側
も含めた全体を洗浄し，梱包後も観測船への積み込み前に外側を再度洗浄する．南極に持ち
込むゴムボート，水陸両用車，大型車両，重機，ヘリコプターなどの車両及び船舶は国内で
試運転を行うが，積み込む前にすべて洗浄され，付着物の有無を検査している．特に汚れが
付きやすいことがわかっている輸送コンテナやガスボンベ，車両や重機などの機材（Whinam 
図 3　装備品・機材を殺菌するための道具を一まとめにした観測隊員用の殺菌キット
Fig. 3.  Expeditioner Disinfection Kit.
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et al., 2005）については，キングストン倉庫や貨物センター内の洗浄場において，ブラシや
スチーム洗浄機，高圧洗浄機を用いて事前に外側を洗浄してから積み込む（Potter, 2006）．
また，南極に持ち込む生鮮食品については，土や昆虫などが付着していないことや新しい容
器を用いることを業者との契約条件にしている．さらに，すべての生鮮食品は品目ごとに，
出荷前の業者施設において Quarantine Tasmania（タスマニア検疫事務所）の検疫官による検
査を受けており，その後密封容器を用いて船に直接積み込まれる．
　貨物センターでは定期的に，殺虫剤（Reslin® thermal fogging and ULV insecticide）をミス
ト散布することで倉庫内の積荷全体に生きた昆虫が付着するのを予防しており，補助的に捕
虫器やネズミ捕り器も利用している．輸送活動のための作業が行われるシーズン中は，定期
的にタスマニア検疫事務所の検疫官が訪問し，倉庫に保管されている積荷への付着物（生物 ･
土など）や，倉庫内にネズミや昆虫などがいないか確認を行っている．また，南極への出港
前には貨物センター倉庫内の積荷と共に，AAP で用いる船舶に対しても検疫官による同様
の検査が行われ，積み込まれた積荷や船体，船内の生物や付着物の確認をしている．倉庫内
で上蓋を開けて作業途中のコンテナについては，作業時間外はビニールシートで開口部を覆
うなど，できるだけ侵入物をなくす努力も見られた．
　
3.4.　観測隊員の教育
　AAP に参加するすべての観測隊員は，南極出発前に Environmental training を受けること
が義務付けられている（経験者は 3 年ごと）．これは環境保護に関する約 1 時間の講義で，
図 4　貨物センターの倉庫内に保管された積荷の様子
Fig. 4.  Cargo stored in a shed at the Cargo Centre.
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訪問基地や期間，任務に応じたプロジェクトごとに AAD 本部のオフィスで開催される（図
5）．講義では南極条約環境保護議定書や AAD の環境保護に関する施策及びシステムを紹介し
た後に，隊員の活動に係わる事項について詳細な説明を受ける．筆者らが参加した講義では，
野生動物保護や廃棄物管理，省エネルギー対策，燃料管理などと併せて外来種の持ち込み防
止対策が取り上げられ，南極観測活動において外来種が持ち込まれる危険性を紹介すると共
に，AAD での取り組みについて説明がなされていた．外来種対策の内容は，外来性の昆虫
を発見した際の対応と，船に乗り込む前や下船時の装備品の洗浄の徹底であった．AAD では，
南極観測活動中に外来昆虫を発見した際には，各基地及び船舶に常備している“Alien In-
vertebrate Kit”（図 6）で対象物を採取すると共に，“Incident reporting system”（外来種に限ら
ず，環境保全に係わるすべての事象について Web 上で AAD 本部に報告するシステム）で報
告することを隊員に義務付けている．Alien Invertebrate Kit を用いた採取と Incident reporting 
system を組み合わせることにより，外来種の駆除という対症療法のみならず，どこでどのよ
うな外来種が見つかったかという情報を収集し，外来種の持ち込みに対する効果的な予防措
置の立案に生かしている．
　観測隊員の装備品に対する外来種の付着物調査時に大量の種子が見つかって以来（Whinam 
et al., 2005），AAD では特に観測隊員の装備品の取り扱いに関して強く注意を喚起している．
装備品に関する外来種持ち込み防止対策については，観測隊員に配布される“Expeditioner 
Handbook”（Australian Antarctic Division, 2012b）に詳細な記載があり，具体的な内容を以下
に記す．
図 5　AAD 本部の一室で開催された Environmental training の様子
Fig. 5.  Environmental training held in a room at the AAD Kingston Head Ofﬁce.
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・AAD から支給される装備品は特別な訓練以外には南極出発前に使用しないこと．また，
訓練で使用した場合には洗浄すること．
・個人所有の衣類や靴などの南極への持ち込み時には，梱包前に土や昆虫，種子などの付着
がないことを確認する．
・ベルクロ（マジックテープ）や靴の中敷き，衣類の縫い目やポケットなどは種子などの外
来種の繁殖体が溜まりやすい場所であり，特に注意を要する．
・すべてのポケットを掃除機で吸引し，すべての衣類は温水での洗濯を行うこと．
・靴は内側を掃除機で吸引し，外側はブラシなどを用いてよく洗い，土壌の付着がないこと
を確認する．
・地面に直接接触する靴底やカメラバッグ，カメラの三脚，リュックサックなどは漂白剤で
全体を洗浄すること．
　このように具体的な危険性と対処方法を詳しく提示することは，観測隊員の外来種持ち込
みの危険性への理解を深め，また防止対策への協力を得る上で有効であると思われる．
　
4．　お わ り に
　年々増加している南極への訪問者は，観光客だけでも 2011/12 シーズンにおよそ 3 万人が
報告され，観測隊員では 2007/08 シーズンにすでに 7000 人を超えている（IAATO, 2012; Chown 
et al., 2012a）．南極観測事業は拡大を続け，それに伴う外来種持ち込みの危険性も増大して
いる（Chown et al., 2012b; Frenot et al., 2005; Tin et al., 2009; Tsujimoto and Imura, 2012）．一度
図 6　外来昆虫を発見した際に採集・保存・記録するための採集キット
Fig. 6.  Alien Invertebrate Kit.
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定着した外来種を完全に除去することは極めて困難であり，独自の生態系において新しく定
着した外来種を管理することは，生態学的にも，また経済的にも非常に難しいことが多数の
事例と共に報告されている（Bergstrom et al., 2009; Courchamp et al., 2003; Gren, 2008; IUCN, 
2000; Mack et al., 2000; SATCM, 2011）．南極域における詳細な外来種防止対策・管理プログ
ラムの立案と施行は，緊急の課題となっている（Chown et al., 2012b; Hulme et al., 2012）．
　今回調査を実施した AAD では，4 箇所の観測基地に赴く約 200 名の夏隊員と約 80 名の越
冬隊員，さらに夏期間の海洋観測プログラムの観測隊員を毎年南極域に送りこんでいる
（Australian Antarctic Division, 2012a）．AAP による南極域への航海は年に多くて約 8 回あり，
そのなかで約 5000 t の積荷を南極へ輸送している．一方，日本南極地域観測事業を運営する
国立極地研究所では，毎年約 35 名の夏隊員と約 30 名の越冬隊員に加えて，最大 20 名程度
の同行者を年 1 回の航海で送り出している．日本南極地域観測隊（JARE）の年間積荷輸送
量はおよそ 1100 t であり（Tsujimoto and Imura, 2012），AAP の 5 分の 1 程度である．また，
亜南極や海洋性南極での観測活動を行っていない JARE では，活動範囲においてこれまでに
確認された外来種定着の報告は極めて少なく，外来種の侵入による生態系への深刻な被害は
現在のところ報告されていない．
　本調査により，AAD では南極における観測・設営活動に伴う外来種持ち込みの危険性を
強く認識し，機材や装備品，積荷の管理から観測隊員への教育まで，多岐にわたる包括的な
外来種持ち込み防止対策を講じていることが明らかとなった．様々な部門・過程での細部に
わたる取り組みは，AAP の規模が大きく，活動範囲においてこれまで数々の外来種の定着・
侵略の影響が報告されてきたことに起因していると考えられる．事業規模や運営システム，
活動地域の自然環境が大きく異なるため，AAD で行われているすべての取り組みが日本の
南極観測事業でも必要かつ実用的であるとは限らない．しかしながら，昭和基地周辺でも将
来的な外来種定着の危険性は高い（Chown et al., 2012a）と報告されている現在，日本の南
極観測事業においても早急に組織的な外来種防止対策への取り組みが望まれる．
　今回の調査で最も印象的だったのは，AAD では外来種を南極へ運ぶ可能性のあるあらゆ
る対象物に関して，可能な限りの過程において多面的な取り組みを実行していたことだけで
なく，環境保全担当の職員のみならず，南極で利用する機材や装備品，南極へ輸送する積荷
などを扱うすべての職員が観測事業による外来種持ち込みの危険性を強く認識し，それらの
防止対策の重要性を理解していたことである．南極半島観光船においても，講義の実施によ
り外来種問題に対する認識を高め，対策への理解を深めることで乗客からの円滑な協力が得
られていた（辻本，2010）．外来種の管理においては，責任の所在を明確にすることでより
効果的に対策を進められると考えられている（Hulme et al., 2008）．南極の地に降り立つすべ
ての人員，また下ろされるすべての物資が，「外来種を運びうる可能性がある」という認識
を持たせるための，職員や観測隊員への教育活動は極めて有効な手段であると考えられる．
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　国立極地研究所では，輸送に利用しているスチールコンテナに種子やダニなどが大量に付
着して南極に持ち込まれる危険性が高いという報告（Tsujimoto and Imura, 2012）を受け，す
でに高圧洗浄機を導入し，スチールコンテナの洗浄を実施している．今後のさらなる柔軟か
つ迅速な外来種持ち込み防止対策の立案及び実施が，国際社会における我が国の南極観測事
業の発展と共に，昭和基地周辺の貴重な生態系の保全につながることを期待する．
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